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2021年度第1回 定期研究会に寄せて
2021年 5月 16日

特定非営利活動法人 TECUM

理事長 長岡 亮介

NPO 法人 TECUM にとって，これから第 4年度が始まりました．みなし法人
として実質的な活動を開始した頃からの記憶を辿ると，この 4年間半ほどの間に，
いろいろなことがありました．
最大の事件は，昨年のコロナ禍の大混乱です．しかし，これも TECUM の活動
の今後の目標や活動形態を見直す良い機会となりました．活動の飛躍が計れなく
なってしまったという受認しがたい負の側面も否定できませんが，すでに遠い過
去のように見える一昨年，社員総会の総意を背景に，所轄庁の抵抗を乗り越えて，
遠隔会議参加を許容するように定款変更を断行していたことは，昨年に関しては
実に大きな好運で，それにより，他の学会等に先駆けて研究会の全国公開も実現
しました．
「人間万事塞翁馬」という古来中国由来の有名な箴言があります．私達の浅知恵
で見通せる将来の姿は実に貧困なものであるということです．この教訓をしっか
りと胸において，ときの不運に嘆くことなく，またたまたま巡り合った好運におご傲
ることなく，つねに，未来のためにい ま

現在やるべきこと（いまなら出来ること，い
ますぐにやらないとならないこと）を見つめ直し，まだ出来ないことを大胆に延
期するような，つねに謙虚で着実な努力を日々，感謝の気持の中で真摯に継続す
ることが大切である，と思います．
こういうと，まるで生きる模範を未経験の若い人に垂れる，「社長頭訓」のよう
で（というよりも「校長訓示」のようでしょうか）大変恐縮ですが，こういう

たぐい
類

と決定的に異なっているのは，自分を棚上げした「目下」に対する偉そうな話で
はなく，自分自身に対する自戒の気持の表明であることです．
本来は静かで内側に閉じた自戒の世界を，しかしながら，信頼する同志の皆様
と共有したいとしたいという切なる願いから，法人成立第 4年度最初の研究会を
記念するご挨拶代わりにここに書かせていただく次第です．
頑張りましょう！
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